
航

空

　 
南
洋
群
島
玉
砕
地

海
軍
航
空
隊
兵
器
整
備
　 

広
島
県
　
福
原
一
二
　 

私
は
広
島
県
双
三
郡
上
杉
村
字
廻
神
と
い
う
所
で
、
父
寛
一

の
三
男
と
し
て
、
大
正
十
二
年
七
月
七
日
出
生
し
ま
し
た
。
兄

一
人
、
姉
二
人
、
妹
二
人
、
弟
一
人
の
農
家
で
し
た
。
昭
和
十

六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
と
な
り
、
海
軍
へ
志
願

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
父
は
本
人
の
意
志
に
委
す
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
一
日
、
大
竹
海
兵
団
の
第
一
期
生
と
し
て

入
団
し
ま
し
た
が
、
呉
海
兵
団
の
分
遣
隊
と
し
て
で
し
た
。
大

東
亜
戦
争
開
戦
か
ら
一
年
に
満
た
な
い
時
で
し
た
が
、
広
島
県

に
は
呉
鎮
守
府
が
あ
り
軍
港
も
あ
る
し
、

江
田
島
海
軍
兵
学
校
、

海
軍
工
廠
も
あ
る
。
日
清
・
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
に
広

島
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
と
い
う
環
境
が
、
私
の
心
を
志
願
へ

と
思
い
立
た
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
の
近
所
に
は
入
団
し
た
仲
間
は
い
な
く
、
私
一
人
で
し
た

の
で
役
場
の
方
に
付
添
い
で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

そ
の
方
は
私
よ
り
三
歳
上
で
現
在
も
健
在
で
あ
り
ま
す
。
入
団

す
る
と
適
性
検
査
が
あ
り
、
航
空
整
備
兵
と
な
り
、
仲
間
は
二

個
分
隊
で
八
十
人
く
ら
い
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。

海
軍
に
は
携
帯
の
履
歴
表
と
い
う
の
が
あ
り
、
本
人
の
履
歴

が
記
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
の
履
歴
を
読
ん
で
み
ま
す
。



◎
注
意
　
一
、
本
表
ハ
丁
寧
ニ
保
存
シ
汚
損
セ
ザ
ル
様
取
リ

扱
フ
ベ
シ
　
二
、
本
表
ハ
現
役
中
所
属
分
隊
長
（
分
隊
長
ナ
キ

ト
キ
ハ
下
士
官
兵
ノ
人
事
ヲ
取
リ
扱
ウ
者
）
ニ
於
イ
テ
保
管
シ

其
ノ
所
属
ヲ
変
更
ス
ル
ト
キ
ハ
コ
レ
ヲ
新
所
属
ノ
分
隊
長
ニ
送

付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
　
三
、
本
表
ハ
帰
休
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
若
ハ
現
役

ヲ
離
ル
ル
ト
キ
ハ
本
人
ニ
付
与
シ
服
役
中
保
持
セ
シ
ム
ル
モ
ノ

ト
ス
　
四
、
五
、
本
表
ハ
召
集
及
簡
閲
点
呼
ノ
時
ハ
持
参
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

（
海
軍
の
分
隊
長
は
陸
軍
で
は
中
隊
長
）

特
技
章
　
昭
和
十
九
・
六
・
五
　
普
通
科
兵
器
整
備
術
章

（
射
爆
）
　
二
十
・
六
・
十
　
高
等
科
兵
器
整
備
術
章
（
射
爆
）

船
舶
部
隊
内
配
置
並
ビ
二
潜
水
技
禰
ニ
対
ス
ル
経
歴

十
八
年
二
月
～
十
九
年
一
月
　
九
五
二
空
　
飛
行
機
整
備
員

十
九
年
一
月
～
十
九
年
六
月
　
州
ノ
空
　
普
通
科
兵
器
整
備

術
（
射
爆
）
練
習
生
　
十
九
年
七
月
～
二
十
年
一
月
　
二
五
二

空
　
零
戦
射
爆
班
員
　
二
十
年
一
月
～
二
十
年
六
月
　
州
空
高

等
科
兵
器
整
備
射
爆
練
習
生

（
主
な
履
歴
の
み
抜
粋
）

昭
和
十
七
年
・
九
・
一
　
大
竹
海
兵
団
　
十
二
・
十
五
　
海

軍
一
等
整
備
兵
　
第
九
五
二
海
軍
航
空
隊
二
転
勤
　
自
十
八
・

一
・
五
至
十
九
年
　
南
洋
群
島
戦
務
甲
　
十
八
・
十
一
・
一
海

軍
上
等
整
備
兵
　
十
九
・
一
・
五
　
第
二
十
五
期
普
通
科
兵
器

練
習
生
（
射
爆
）
ト
シ
テ
州
崎
海
軍
航
空
隊
入
隊
　
五
・
一
海

軍
整
備
兵
長
　
六
・
五
第
二
五
期
普
通
科
兵
器
整
備
（
射
爆

甲
小
型
機
）
練
習
生
教
程
卒
業
　
同
日
戦
闘
三
一
六
飛
行
隊
付

自
六
・
五
第
三
〇
一
空
に
て
戦
務
甲
　
自
六
・
二
九
至
七
・

一
四
第
三
〇
一
空
ニ
テ
小
笠
原
諸
島
方
面
戦
務
甲
　
七
・
一
〇

戦
闘
第
三
六
飛
行
隊
ハ
第
二
五
二
海
軍
航
空
隊
ノ
指
揮
下
ニ
入

ル
退
隊
（
即
日
南
方
諸
島
空
仮
入
隊
）
　
同
日
第
三
航
空
艦
隊

二
編
入
　
八
・
二
〇
硫
黄
島
ヨ
リ
木
更
津
基
地
ニ
復
帰
　
自
七

・
一
〇
至
八
・
二
〇
　
二
五
二
空
ニ
テ
小
笠
原
諸
島
方
面
戦
務

甲
二
十
・
一
・
十
　
戦
闘
第
三
一
一
飛
行
隊
付
　
一
・
二
十
一

第
二
十
七
期
高
等
科
兵
器
（
射
爆
甲
）
整
備
練
習
生
ト
シ
州

ノ
崎
海
軍
航
空
隊
入
隊
　
自
十
九
・
八
・
二
十
一
至
二
十
・
一

・
二
十
　
第
二
五
二
空
ニ
テ
戦
務
乙
　
五
・
一
　
任
海
軍
二
等

整
備
兵
曹
　
六
・
十
　
第
二
七
期
高
等
科
兵
器
整
備
術
（
射
爆

小
型
機
）
練
習
生
教
程
卒
業
　
同
日
　
第
一
三
一
海
軍
航
空
隊

付
自
二
〇
・
一
・
二
一
至
六
・
九
　
州
崎
空
ニ
テ
戦
務
了



八
・
三
一
　
海
軍
一
等
整
備
兵
曹
　
九
・
三
一
　
香
取
海
軍
航

空
基
地
ニ
テ
停
戦
　
十
二
・
二
〇
　
残
務
整
理
（
引
渡
シ
）
復

員
ス昭

和
十
八
年
一
月
五
日
よ
り
、
南
洋
群
島
戦
務
甲
の
状
況
の

概
要
を
次
に
申
し
述
べ
ま
す
。

南
洋
群
島
へ
行
っ
て
、
ク
エ
ゼ
リ
ン
、
ル
オ
ッ
ト
は
本
隊
で
、

タ
ワ
ラ
・
マ
キ
ン
（
玉
砕
し
た
）
が
分
遣
隊
、
そ
こ
に
は
大
体

十
二
～
三
機
し
か
常
駐
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
偵
察
機
と
か
、

戦
闘
機
。
こ
の
輸
送
は
日
本
海
軍
で
は
特
務
艦
だ
っ
た
。
艦
と

い
う
が
輸
送
船
で
す
ね
。
艦
の
性
能
は
余
り
良
く
な
い
。
速
度

は
遅
い
、
潜
水
艦
か
ら
魚
雷
を
受
け
て
「
の
字
運
動
」
を
す
る
。

「
の
」
の
字
を
書
く
よ
う
に
進
路
を
敵
に
ま
ぎ
ら
わ
す
。
ジ
グ

ザ
グ
で
、
こ
ち
ら
へ
行
く
の
か
と
思
っ
た
ら
あ
ち
ら
へ
行
く
、

と
い
う
航
法
で
潜
水
艦
の
雷
撃
を
か
わ
す
。

敵
の
潜
水
艦
が
癌
で
し
た
。
食
料
も
特
務
艦
が
運
ん
だ
が
、

飛
行
機
の
方
は
補
給
が
つ
か
な
い
。
や
ら
れ
れ
ば
や
ら
れ
っ
ぱ

な
し
、
ど
ん
ど
ん
戦
力
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
マ
キ
ン
は
玉

砕
し
た
が
我
が
軍
の
本
当
の
最
前
線
で
す
。
こ
の
地
区
が
玉
砕

し
た
の
で
、
ク
エ
ゼ
リ
ン
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
群
島
へ
来
て
編
成
し

直
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
九
年
一
月
に
州
崎
海
軍
航
空
隊
に
普
通
科
兵
器

術
練
習
生
（
射
撃
・
爆
撃
）
と
し
て
入
隊
を
し
教
育
を
受
け
ま

し
た
。
六
月
五
日
、
戦
闘
第
三
一
六
飛
行
隊
付
と
な
っ
て
、
第
三
〇

一
航
空
隊
で
戦
務
し
、
二
十
九
日
か
ら
小
笠
原
諸
島
で
戦
闘
す

る
の
で
す
が
、
連
合
軍
航
空
機
が
来
襲
す
る
の
で
こ
れ
と
戦
う
。

や
ら
れ
た
我
が
航
空
隊
が
帰
っ
て
き
て
、
整
備
し
て
編
成
し
直

し
て
ま
た
出
撃
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
へ
行
こ
う
と
し
た
け
れ
ど
、
す
で
に
ト
ラ
ッ
ク
島
な
ど
の

状
況
が
悪
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
硫
黄
島
へ
行
っ
た
。
サ
イ

パ
ン
へ
は
も
う
行
け
ず
で
す
。
硫
黄
島
は
ほ
と
ん
ど
が
海
軍
で

し
た
。

私
ら
は
硫
黄
島
の
基
地
に
い
て
艦
砲
射
撃
を
受
け
た
が
、

米
軍
が
上
陸
す
る
前
に
、
飛
行
場
も
や
ら
れ
（
設
営
隊
が
い
た

が
）

、
飛
行
機（
陸
攻
機
）
で
帰
っ
て
木
更
津
基
地
に
復
帰
し
ま

し
た
。
八
月
二
十
日
で
す
。

そ
し
て
小
笠
原
で
す
が
本
土
、
地
元
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

タ
ワ
ラ
・
マ
キ
ン
玉
砕
以
来
ず
う
っ
と
、
本
隊
ク
エ
ゼ
リ
ン
・



ル
オ
ッ
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
島
と
引
き
下
が
っ
た
。
親
は
、
自
分
の

子
供
が
ど
こ
で
死
ぬ
の
か
、
ど
こ
で
死
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
。

航
空
隊
は
番
号
だ
け
で
、
そ
れ
が
ど
こ
に
居
る
の
か
、
ど
こ
で

戦
っ
て
い
る
か
も
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
呉
気
付
○
○
空
と

あ
る
が
○
○
は
数
字
で
地
方
が
書
い
て
な
い
。
親
と
し
て
は
心

配
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
の
基
地
は
横
須
賀
で
す
。
我
々
は
三
人
か
四
人
か
が
衣
嚢

（
中
に
衣
類
を
入
れ
た
布
の
袋
）

を
担
い
で
転
勤
す
る
の
で
す
。

陸
軍
は
部
隊
行
動
だ
か
ら
分
か
り
ま
す
が
、
海
軍
は
ち
ょ
っ
と

違
う
の
で
す
。

例
え
ば
ク
エ
ゼ
リ
ン
の
戦
闘
状
況
と
い
う
と
空
襲
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
我
々
は
手
が
出
せ
ぬ
が
、
陸
軍
警
備
隊
、
海
軍
防
備

隊
が
そ
れ
ぞ
れ
配
備
に
付
く
。
被
害
が
大
き
く
な
る
。
島
の
椰

子
の
木
は
皆
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
バ
ン
バ
ン
上
か
ら
や
ら
れ

る
か
ら
で
す
。
私
ら
は
防
空
壕
（
鉄
扉
）
に
入
っ
て
い
る
が
、

（
二
～
三
十
人
ぐ
ら
い
入
れ
る
が
）

、
直
撃
爆
弾
で
は
穴
が
あ
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
玉
砕
す
る
前
に
逐
次
撤
退
す
る
が
、

我
々
は
飛
行
機
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
仕
方
が
な
い
の
で
、

飛
行
機
の
有
る
基
地
へ
退
く
。
飛
行
機
の
補
充
が
な
い
の
だ
か

ら
、
自
然
に
撤
退
の
命
令
が
出
る
わ
け
で
あ
る
。

私
も
死
の
う
か
と
思
っ
た
が
、
我
々
は
手
榴
弾
一
発
も
っ
て

い
な
い
、
武
器
を
持
っ
て
い
な
い
、
あ
る
の
は
工
具
だ
け
。
飛

行
機
し
か
な
い
。
搭
乗
員
は
飛
行
機
が
な
け
れ
ば
何
も
や
る
こ

と
が
な
い
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
末
期
に
は
航
空
機
関
銃
を
外
し

て
山
の
中
へ
入
っ
た
）

。
結
局
戦
っ
て
い
る
方
は
戦
っ
て
も
、

武
器
持
た
ぬ
我
々
は
戦
え
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
「
自
分
の
親

は
今
ご
ろ
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
気
持
ち
は
つ
ら
い
。
高
等
科
練
習
生
時
に
「
こ
れ

か
ら
は
サ
イ
パ
ン
か
な
」
な
ど
と
親
に
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

零
戦
の
胴
体
に
三
〇
ミ
リ
砲
を
付
け
る
た
め
内
地
に
帰
り
、

豊
川
の
海
軍
工
廠
へ
行
っ
た
と
き
、
学
徒
動
員
の
女
学
生
に
親

元
へ
手
紙
（
を
ど
こ
に
い
る
、
ど
こ
へ
行
く
、
な
ど
）
頼
ん
だ

こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
女
学
生
と
も
文
通
な
ど
も
続
け
ま
し

た
。
当
時
は
女
学
生
（
二
交
代
・
三
交
代
）
で
鉢
巻
き
を
し
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
文
通
は
あ
り
ま
す
し
、
戦
後
も
広
島
で
昔

話
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

零
戦
の
三
〇
ミ
リ
機
関
砲
で
海
防
艇
あ
た
り
だ
っ
た
ら
穴
を

開
け
ら
れ
る
。
一
人
搭
乗
だ
か
ら
、
機
関
銃
で
敵
と
対
戦
し
た



り
、
座
席
の
下
の
三
〇
ミ
リ
機
関
砲
の
徹
甲
弾
で
海
上
の
艦
艇

を
撃
つ
の
で
す
。
操
縦
と
グ
ラ
マ
ン
と
の
戦
闘
も
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
大
変
で
す
。
二
〇
ミ
リ
で
も
駆
逐
艦

の
胴
腹
に
穴
が
開
け
ら
れ
る
。

弾
倉
に
は
曳
光
・
徹
甲
・
炸
裂
弾
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
弾
を
組

み
合
わ
せ
て
込
め
て
あ
る
。
Ｂ29

は
七
・
七
ミ
リ
機
銃
で
は
は

じ
き
返
さ
れ
た
。
飛
行
機
の
弾
は
大
体
二
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
所
で
集
ま
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
あ
ま
り
遠
方
か
ら
撃
っ
て

も
、
飛
行
機
が
通
過
し
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
う
い
う
よ
う
に
照

準
を
し
て
整
備
を
し
ま
し
た
。
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
勝
負
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
の
仕
事
は
零
戦
の
飛
行
機
機
体
、
兵
器
重
火
器
、
爆
弾

み
な
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
Ｂ29

の
と
き
は
三
〇

キ
ロ
の
を
積
ん
で
行
っ
て
、
投
下
し
て
何
秒
か
で
破
裂
す
る
よ

う
信
管
が
切
っ
て
あ
り
、
そ
れ
を
編
隊
を
組
ん
で
い
る
Ｂ29

の

中
で
爆
破
さ
せ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
近
寄
れ
な
い
の
で
す
。

話
が
戻
り
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
高
等
科
兵
器
整
備

術
練
習
生
と
な
っ
て
、
州
の
崎
海
軍
航
空
隊
へ
入
隊
し
た
と
き

に
豊
川
へ
行
っ
た
の
で
す
。
自
分
で
は
親
に
対
し
て
も
私
信
は

出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
学
徒
動
員
の
女
学
生
に
依
頼
を
し

た
の
で
す
。

航
空
隊
は
、
朝
早
く
か
ら
訓
練
で
ブ
ン
ブ
ン
飛
ぶ
、
一
機
に

将
校
一
人
、
下
士
官
何
人
、
兵
何
人
で
飛
行
機
を
受
け
持
つ
。

練
習
機
に
は
練
習
機
の
兵
器
員
が
お
り
、
爆
弾
関
係
は
爆
弾
の

兵
器
員
が
い
る
。
一
機
飛
ば
せ
る
た
め
に
は
何
人
も
の
人
が
つ

い
て
い
る
わ
け
で
す
。
ど
う
い
う
任
務
で
は
燃
料
を
ど
の
く
ら

い
積
む
か
な
ど
、
ま
た
機
械
の
調
整
を
す
る
。
最
後
は
搭
乗
員

が
そ
れ
を
調
べ
る
わ
け
で
す
。

玉
砕
地
な
ど
で
先
に
帰
る
の
は
、
飛
行
機
が
無
く
な
れ
ば

我
々
は
必
要
が
な
い
の
で
撤
退
す
る
の
で
す
が
、
硫
黄
島
で
川

西
の
人
は
玉
砕
し
た
の
で
、
後
に
親
元
へ
行
き
状
況
を
お
知
ら

せ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
辛
か
っ
た
も
の
で
す
。

戦
後
は
千
葉
県
香
取
に
い
て
、
列
車
で
福
山
へ
帰
り
ま
し
た
。

干
飯
と
被
服
を
持
っ
て
、
給
料
二
百
円
く
ら
い
も
ら
い
、
二
十

年
十
二
月
二
十
日
残
務
整
理
の
上
、
引
き
渡
し
て
復
員
し
ま
し

た
。

戦
後
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
の
で
戦
友
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
に
は
記
憶
が
無
く
な
っ
た
の
か
、

思
い
出
す
の
が
嫌
な
の
か
、



話
に
な
ら
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

戦
後
は
帝
都
防
衛
で
し
た
の
で
、
航
空
機
の
兵
器
な
ど
を
取

り
外
し
た
り
し
、
兵
隊
は
早
く
帰
っ
た
。
ま
た
、
連
合
軍
は
特

攻
機
を
警
戒
し
て
い
た
た
め
、
航
空
隊
は
早
く
帰
さ
れ
た
と
も

聞
い
て
お
り
ま
す
。
家
の
方
は
大
丈
夫
で
し
た
の
で
一
年
は
農

業
を
し
、
県
警
に
入
っ
た
の
で
す
が
二
年
で
辞
め
て
し
ま
い
ま

し
た
の
で
公
務
員
の
資
格
は
無
い
の
で
す
。

当
初
は
サ
イ
パ
ン
か
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
い
う
の
が
、
硫
黄
島
、

ト
ラ
ッ
ク
、
サ
イ
パ
ン
、
硫
黄
島
と
航
空
隊
勤
務
と
な
り
ま
し

た
が
、
全
部
が
玉
砕
地
で
し
た
。
航
空
整
備
と
い
う
の
で
玉
砕

を
免
れ
、
本
土
防
衛
で
千
葉
県
の
茂
原
、
香
取
と
勤
務
し
ま
し

た
。
我
々
が
整
備
し
た
航
空
機
の
搭
乗
将
兵
で
戦
没
者
は
多
数

で
し
た
。
ま
た
、
ク
エ
ゼ
リ
ン
、
南
洋
群
島
、
硫
黄
島
の
防
備

隊
の
ほ
と
ん
ど
は
玉
砕
し
て
い
ま
す
。
陸
、
海
軍
人
ば
か
り
で

な
く
民
間
人
も
多
数
死
に
ま
し
た
。

島
嶼
で
の
生
活
も
戦
務
も
、

大
陸
や
大
き
な
島
で
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
常
に
孤
独
な

日
々
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
五
十
何
年
前
の
こ
と
を
思

い
、
今
日
あ
る
幸
い
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
度
な
ら
ず

死
を
覚
悟
し
た
こ
と
の
あ
る
私
で
す
か
ら
。

ビ
ル
マ
野
戦
航
空
分
廠

苦
難
の
家
族
を
想
う
　 

岐
阜
県
　
澤
田
賢
三
　 

私
は
現
在
の
岐
阜
県
関
市
吾
妻
町
と
い
う
所
で
盲
目
の
両
親

の
も
と
で
大
正
十
一
年
九
月
三
日
、
長
男
と
し
て
出
生
し
ま
し

た
。
父
は
若
い
と
き
に
学
生
が
さ
し
て
い
た
傘
の
骨
が
眼
に
刺

さ
り
両
方
共
に
眼
球
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
母

は
農
家
で
生
ま
れ
養
蚕
な
ど
手
伝
い
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

が
、
当
時
の
農
家
の
子
供
は
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
で
す
が
、
栄
養
も
取
ら
ず
働
き
続
け
た
よ
う
で
、
栄
養
失

調
の
た
め
失
明
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

大
正
十
四
年
の
十
月
こ
ろ
、
私
が
満
三
歳
の
と
き
、
岐
阜
市

春
日
町
へ
出
て
借
家
住
ま
い
、
父
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
生
計
を
立

て
、
母
は
盲
目
で
し
た
か
ら
、
私
が
父
の
杖
代
わ
り
と
な
っ
て
、

あ
ち
こ
ち
へ
付
い
て
回
り
ま
し
た
。
私
は
妹
、
弟
の
長
兄
で
す

の
で
、
家
庭
の
こ
と
を
や
り
な
が
ら
高
等
小
学
校
卒
業
ま
で
家




